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落合恵美子・赤枝香奈子編
『アジア女性と親密性の労働』
（2012　京都大学出版会）
掛川　典子
　落合恵美子・赤枝香奈子編『アジア女性と親密性の労働』
（2012　京都大学出版会）は、第 5 回女性文化研究賞候補著
作のひとつでもあり、2013年度の女性文化研究所読書会で
も取り上げた。本書は、第一部「親密性の労働とは何か」、
第二部「＜良妻賢母＞の変奏」、第三部「越境する妻と労働
者」、という三部構成になっており、全12章を日本・中国・
韓国・ベトナム・カナダ・U.S.A.の16名が執筆し、さらに
5 名の翻訳者が協力している。
　全体の序論でもあり総論でもある、「序章　親密性の労働
とアジア女性の構築」（落合恵美子）によれば、以下のよう
な問題意識が確認できる。今アジアは世界で最も社会主義国の残る地域であり、「ドイモ
イ政策」のように社会主義市場経済に転換しつつあって、女性の国際移動が活発である。
女性の国際移動の 3 つのカテゴリーとして、「国際結婚した妻」（主婦）と「家事労働者」
（メイド）そして「エンターテイナー」としての「セックスワーカー」がある。移動する
女性たちの「主体的」選択の背後に、伝統的な規範的女性像の力が根強く生き続けてい
る。西洋起源の近代的女性像と「伝統」と目された女性の徳との交渉の結果として構築さ
れた、「良妻賢母」の近代性と伝統化の問題がそこにある。近代的女性像のもつ二面性、
すなわち平等と性別分業のうちの後者が、「伝統」と混同されて強調されやすいという文
化力学が働く。アジアは、「自己オリエンタリズム」と脱社会主義近代という課題に直面
している。このため、アジア女性は立場を変え、国境を超えても、「親密性の労働」に結
び付けられ、抜け出せないでいる。以上が落合氏の論旨である。
　「親密性の労働」とは何かという概念問題も確かに興味深い。特に落合氏が「ケアワー
ク」という語を使用せず、「親密性の労働」を用いている理由は、「依存せざるをえない存
在へのケア」が強調される傾向に対して、もっと「広い範囲の活動をくくる概念」の必要
性を認識しているため、またケア概念につきまとう「過度の道徳性」を懸念するからであ
る。評者は倫理学領域において「ケアの倫理学」に肯定的アプローチをしがちであったの
で、この指摘には瞠目させられた。さらに上述のような落合氏の主張を通して、女性自身
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を縛る未解決の内面化した近代的規範問題に、改めて注目した。これは社会主義圏の問題
に止まらない。日本も一員であるアジアの現在を見つめつつ、ジェンダー問題を世界史の
それとして考察していきたい。落合氏は、早くから、日本の近代家族の発展と変形に注目
して多くの著作を発表し、多数の研究者とともにアジアにおける家族の変化を追う共同研
究・現地調査も重ね、編著書も多い。またもう四半世紀以上も前になるが、国立女性教育
会館で、東アジア特に中国においても近代家族は必ず通るべき道か否か、という問いに落
合氏が言及していたことを懐かしく思い出した。アジアは多様で複雑である。個別の国
家、社会、文化、民族、階層などの多様性を認めつつ、なおかつグローバルでダイナミッ
クな連関をとらえる一定の問題視角をもってアジアを分析する必要がある。これにジェン
ダーの視点から取り組んできた中間成果のひとつが本書であろう。多数の国籍の異なる研
究者が参加して取り組んでいることも魅力である。アジアの女性たちをアジアの女性研究
者たちはどのように見ているのだろうか。
　第一部は 3 章からなる。第 1 章「ケアワークの文化、文化をこえるケアワーク」（藍佩
嘉）、第 2 章「主婦の仕事・母の仕事 ――オランダ社会における家事の文化とその変容」
（中谷文美）、第 3 章「インド都市中間層における「主婦」と家事」（押川文子）。
　第二部は 4 章からなる。第 4 章「近代初期韓国における「新女性」の困難 ――「女性
解放」と「賢母良妻」との関係に焦点を当てて」（徐智瑛）、第 5 章「モダニティを売る
――1920年代 ―30年代上海における「月份牌」と雑誌広告に見る主婦の表象」（呉咏梅）、
第 6 章「市場経済の転換期を生きる中国女性の性別規範 ―― 3 都市主婦のインタビュー
を通して」（鄭楊）、第 7 章「「公的労働と家事育児をうまくこなすには、三つの頭と六本
の手が必要である」――ベトナム「現代」女性のジレンマ」（クアット・チュ・ホン、ブ
イ・チュ・フォン、リ・バック・ズン）。
　第三部は 5 章からなる。第 8 章「農家の娘から外国人妻へ ―― ベトナムの移民送出コ
ミュニティにおける結婚・移住・ジェンダー」（ダニエル・べランジェ、チャン・ジャ
ン・リン、リ・バック・ズン、クアット・チュ・ホン）、第 9 章「業者婚をした中国女性
の主体性と葛藤」（郝洪芳）、第10章「シンガポールにおける海外出稼ぎ家事労働者の抵
抗の諸相」（上野加代子）、第11章「日本における移住セックスワーカー――「社会的排
除」に遭う変化の体現者」（青山薫）、第12章「韓国の移民政策における多文化家族の役
割」（李惠景）。
　第 2 章でオランダの家事事情を論じていることは一見奇異に感じられるかもしれない
が、アジアで問題になっている近代家族の中での「近代的主婦役割」が、まさに西洋起源
であるという認識からすれば、その変化を視野に入れることは妥当であろう。第 3 章のイ
ンドの分析では、カースト制度とイギリス風のライフ・スタイルからの影響という、他の
国々とは全く異なった家事分担のありようからの変化が報じられていて、まさに家族の変
化の時代を意識させてくれる。第 8 章での、ベトナムから結婚によって国際移動した女性
たちのインタビュー報告は、女性たちが出身家庭に送金することで発言力を増し、貧しく
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若い男性は「花嫁不足」になり、地域での女性の結婚に際しての交渉力も増すことを明ら
かにしている。このことは、娘の送金義務感や受け入れ国でのさらなる従属という意味で
は、ジェンダー不平等の再生産の側面を持つと同時に、国際移動を通して故郷でのジェン
ダーの権力構造を変容させる可能性も示す。
　第 9 章の業者婚をした中国女性や第10章の韓国での外国人妻の情報からは、移住した
先での言語能力の獲得やネットワーク活用など、いわばエンパワーメントし、新しい「公
共圏」の創出の可能性を感じさせる動きも見て取れる。外国人妻が独立した個人としてよ
り、妻・母・嫁としての役割を強いられ、「良妻賢母」としてのみ受け入れられるという
指摘があるにせよである。翻って最近の個人的体験をいえば、評者の住居の近くでは、結
構多数の外国人妻たちがベビーカーを押しながら、また複数の子どもたちを引き連れなが
ら、屈託なく力強く、母国語によるらしき会話を交わしながら、楽しげにのびのびと歩い
ている姿を頻繁に見かける。その姿からは否定的な印象は受けない。個別的には、肯定的
にも否定的にも様々な可能性があるに違いない。
　「序章」において落合氏は最後に、21世紀のアジアの「新女性」はどこから生まれてく
るのだろうか、と疑問を投げかけている。これは、呪縛の根深さを思えば悲観的にも響く
し、女性たちの移動のスケールの大きさや、彼女たちを巻き込む世界経済や社会構造の変
動の質や速度などを視野に入れるときは、期待にも聞こえるだろう。アジアの家族はまだ
まだ変貌する。私たちは私たち自身の生活を、家族を、どのように構築したいだろうか。
研究者は変化を見据えながら、調査・研究に励み続けようとするだろう。今後の研究の継
続と発展に期待したい。
（かけがわ　のりこ　生活機構研究科　女性文化研究所副所長）
